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(57)【要約】
　本発明の実施形態は、電池を予熱するときに、予熱領
域の環境温度値を取得し、予熱領域の環境温度値が所定
の温度条件を満たしていない場合、再度検出された予熱
領域の環境温度値が前記温度条件に適合するまで、現在
の予熱領域の温度を調整する電池予熱方法、装置および
機器を提供する。本発明の実施形態は、必要に応じて、
電池を予熱することができ、予熱が終了するまで、予熱
環境の検出を続けることができ、電池予熱に対する有効
性を実現することができるだけでなく、予熱領域の温度
に基づき調整を行うことができ、予熱が保証された状況
の下で、電気エネルギーを節約し、電池予熱の自動化、
インテリジェント化の要求を満たすこともできる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池を予熱するときに、予熱領域の環境温度値を取得するステップと、
　予熱領域の環境温度値が所定の温度条件を満たしていない場合、再度検出された予熱領
域の環境温度値が前記温度条件に適合するまで、現在の予熱領域の温度を調整するステッ
プと、
　を含むことを特徴とする電池予熱方法。
【請求項２】
　前記電池を予熱するときに、予熱領域の環境温度値を取得する前に、
　電池予熱に対するトリガ事象が検出された場合、予熱領域の加熱を制御するステップを
さらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　電池予熱に対するトリガ事象が存在するか否かを検出するステップは、
　予熱領域において、予熱待ちの電池が入れられているか否かを検出し、入れられている
場合、電池予熱に対するトリガ事象が存在するステップ、または、
　予熱回路において、電流が生成されているか否かを検出し、生成されている場合、電池
予熱に対するトリガ事象が存在するステップ、または、
　予熱領域の環境温度が上昇しているか否かを検出し、上昇している場合、電池予熱に対
するトリガ事象が存在することのいずれかを含むことを特徴とする請求項２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記現在の予熱領域の温度を調整するステップの前に、
　前記電池の予熱が完了しているか否かを判断し、
　完了している場合は、予熱を停止し、完了していない場合は、前記現在の予熱領域の温
度を調整するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記電池の予熱が完了しているか否かを判断するステップは、
　記録済の予熱時間長が所定の時間長閾値に達しているか否かを判断し、達している場合
、前記電池の予熱が完了していると判断するステップを含むことを特徴とする請求項４に
記載の方法。
【請求項６】
　前記電池の予熱が完了しているか否かを判断するステップは、
　取得した前記電池の内部温度値が所定の温度閾値に達しているか否かを判断し、達して
いる場合、前記電池の予熱が完了していると判断することを含むことを特徴とする請求項
４に記載の方法。
【請求項７】
　前記電池は、内部温度をインテリジェント検出するインテリジェント電池を含み、前記
取得した前記電池の内部温度値が所定の温度閾値に達しているか否かを判断するステップ
は、
　前記電池が検出した電池の内部温度情報を受信するステップと、
　受信した電池の内部温度情報が所定の温度閾値に達してるか否かを判断するステップと
、
　を含むことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記現在の予熱領域の温度を調整するステップは、
　取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された保温温度閾値よりも
低い場合、前記予熱領域の加熱をオンにし、前記予熱領域の温度が前記保温温度閾値に達
するように制御するステップと、
　取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された保温温度閾値よりも
高い場合、前記予熱領域の加熱をオフにし、前記予熱領域の温度が前記保温温度閾値に達
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するように制御するステップと、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記現在の予熱領域の温度を調整するステップは、
　取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された最低保温温度閾値よ
りも低い場合、前記予熱領域の加熱をオンにし、前記予熱領域の温度が前記温度条件で指
示された保温温度範囲に達するように制御するステップと、
　取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された最大保温温度閾値よ
りも高い場合、前記予熱領域の加熱をオフにし、前記予熱領域の温度が前記温度条件で指
示された保温温度範囲に達するように制御するステップと、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記電池を予熱するときに、予熱領域の環境温度値を取得するステップは、電池を予熱
するときに、前記予熱領域における所定の各特徴的位置の環境温度値を取得するステップ
を含み、
　前記予熱領域の環境温度値が所定の温度条件を満たしていない場合、現在の予熱領域の
温度を調整するステップは、環境温度値が所定の温度条件を満たしていない特徴的位置が
存在する場合、前記所定の温度条件を満たしていない特徴的位置の温度を調整するステッ
プを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記電池の予熱完了後に、前記電池に対する充電トリガ事象が検出された場合、前記電
池に対する充電制御をオンにするステップと、
　前記電池の予熱完了後に、前記電池に対する放電トリガ事象が検出された場合、前記電
池に対する放電制御をオンにするステップと、
をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　予熱領域を加熱するための加熱モジュールと、
　電池を予熱するときに、予熱領域の環境温度値を取得するための取得モジュールと、
　前記加熱モジュールに接続され、予熱領域の環境温度値が所定の温度条件を満たしてい
ないときに、再度検出された予熱領域の環境温度値が前記温度条件に適合するまで、現在
の予熱領域の温度を調整するように前記加熱モジュールを制御する処理モジュールと、
　を含むことを特徴とする電池予熱装置。
【請求項１３】
　前記処理モジュールは、電池予熱に対するトリガ事象が検出された場合、前記加熱モジ
ュールによる予熱領域の加熱を制御することにさらに用いられることを特徴とする請求項
１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記処理モジュールは、予熱領域が所在する予熱チャンバに予熱待ちの電池が入れられ
ているか否かを検出することに用いられ、入れられている場合、電池予熱に対するトリガ
事象が存在し、または、予熱回路において電流が生成されているか否かを検出することに
用いられ、生成されている場合、電池予熱に対するトリガ事象が存在し、または、予熱領
域の環境温度が上昇しているか否かを検出することに用いられ、上昇している場合、電池
予熱に対するトリガ事象が存在することを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記処理モジュールは、前記電池の予熱が完了しているか否かを判断することにさらに
用いられ、完了している場合は、予熱を停止し、完了していない場合は、前記現在の予熱
領域の温度を調整することを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　前記処理モジュールは、記録済の予熱時間長が所定の時間長閾値に達しているか否かを
判断することに用いられ、達している場合、前記電池の予熱が完了していると判断するこ
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とを特徴とする請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記処理モジュールは、取得した前記電池の内部温度値が所定の温度閾値に達している
か否かを判断することに用いられ、達している場合、前記電池の予熱が完了していると判
断することを特徴とする請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記処理モジュールは、前記電池が検出した電池の内部温度情報を受信し、受信した電
池の内部温度情報が所定の温度閾値に達しているか否かを判断することに用いられること
を特徴とする請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記処理モジュールは、取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示さ
れた保温温度閾値よりも低い場合、前記加熱モジュールにより前記予熱領域の加熱をオン
にし、前記予熱領域の温度が前記保温温度閾値に達するように制御し、取得した予熱領域
の環境温度値が前記温度条件において指示された保温温度閾値よりも高い場合、前記加熱
モジュールによる前記予熱領域の加熱をオフにし、前記予熱領域の温度が前記保温温度閾
値に達するように制御することに用いられることを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項２０】
　前記処理モジュールは、取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示さ
れた最低保温温度閾値よりも低い場合、前記加熱モジュールによる前記予熱領域の加熱を
オンにし、前記予熱領域の温度が前記温度条件で指示された保温温度範囲に達するように
制御し、取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された最大保温温度
閾値よりも高い場合、前記加熱モジュールによる前記予熱領域の加熱をオフにし、前記予
熱領域の温度が前記温度条件で指示された保温温度範囲に達するように制御することに用
いられることを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項２１】
　前記処理モジュールは、電池を予熱するときに、前記予熱領域における所定の各特徴的
位置の環境温度値を取得し、環境温度値が所定の温度条件を満たしていない特徴的位置が
存在する場合、前記所定の温度条件を満たしていない特徴的位置の温度を調整することに
用いられることを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項２２】
　前記処理モジュールは、前記電池の予熱完了後に、前記電池に対する充電トリガ事象が
検出された場合、前記電池に対する充電制御をオンにし、前記電池の予熱完了後に、前記
電池に対する放電トリガ事象が検出された場合、前記電池に対する放電制御をオンにする
ことにさらに用いられることを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項２３】
　予熱待ちの電池を収納するための収納スペースが設けられた支持部材と、
　前記支持部材上に設けられ、通電後に熱を生成することができる加熱部材と、
　前記加熱部材に接続され、前記加熱部材による熱の生成を制御するためのプロセッサと
、
　を含む電池予熱機器であって、
　前記加熱部材が生成する熱を前記収納スペース内に伝導することができることを特徴と
する電池予熱機器。
【請求項２４】
　前記支持部材は、熱伝導部材であることを特徴とする請求項２３に記載の機器。
【請求項２５】
　前記加熱部材は、前記熱伝導部材の表面に設けられるか、または前記熱伝導部材の内部
に嵌め込まれることを特徴とする請求項２４に記載の機器。
【請求項２６】
　前記支持部材は、断熱部材であることを特徴とする請求項２３に記載の機器。
【請求項２７】
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　前記加熱部材は、前記支持部材の内面に設けられるか、
　または、前記加熱部材は、前記支持部材の外面に設けられ、前記支持部材の外面には、
前記収納スペースに連通した熱伝導孔が設けられることを特徴とする請求項２６に記載の
機器。
【請求項２８】
　前記加熱部材は、加熱膜を含み、かつ前記支持部材の表面に貼られることを特徴とする
請求項２３に記載の機器。
【請求項２９】
　前記加熱部材は、加熱線を含み、かつ前記支持部材に巻き付けられることを特徴とする
請求項２３に記載の機器。
【請求項３０】
　前記支持部材は、開口部を有する筐体であり、電池を前記開口部から前記収納スペース
内に収容することができることを特徴とする請求項２３に記載の機器。
【請求項３１】
　保護ケースをさらに含み、前記支持部材は、前記保護ケース内に取り付けられることを
特徴とする請求項３０に記載の機器。
【請求項３２】
　保護カバーをさらに含み、前記保護ケースには、取付口が設けられ、前記支持部材は、
前記取付口から前記保護ケース内に収容され、前記保護カバーは、着脱可能に前記取付口
に固定されることを特徴とする請求項３１に記載の機器。
【請求項３３】
　前記保護カバーは、接続テープによって前記保護ケースと可撓接続されるか、または、
前記保護カバーは、前記保護ケースに回動可能に接続されるか、または、前記保護カバー
は、前記保護ケースとの間で係合接続されることを特徴とする請求項３２に記載の機器。
【請求項３４】
　前記保護ケースの内面には、支承部が設けられ、前記支持部材の開口部の周縁に接続部
が設けられ、前記接続部は前記支承部に直接固接されるか、または締結部材を介して固接
されることを特徴とする請求項３０に記載の機器。
【請求項３５】
　前記支持部材の開口部の周縁に固定されたインターフェース部材をさらに含むことを特
徴とする請求項３０に記載の機器。
【請求項３６】
　前記インターフェース部材は、電池の電気インターフェースと挿入接続するための電源
インターフェースを含み、前記電源インターフェースは、前記加熱部材に電気的に接続さ
れることを特徴とする請求項３５に記載の機器。
【請求項３７】
　前記インターフェース部材は、電池との通信接続に用いられる通信インターフェースを
含むことを特徴とする請求項３５に記載の機器。
【請求項３８】
　電源アセンブリをさらに含み、前記電源アセンブリは、前記加熱部材に電気的に接続さ
れ、前記加熱部材への給電に用いられ、および／または、前記電源アセンブリは、前記電
源インターフェースに電気的に接続され、電池の充電に用いられることを特徴とする請求
項３６に記載の機器。
【請求項３９】
　前記電源アセンブリは、電源線を介して外部給電電源に接続され、電源を供給すること
を特徴とする請求項３８に記載の機器。
【請求項４０】
　前記電源アセンブリは、電気エネルギーを貯蔵するための組電池を含むことを特徴とす
る請求項３８に記載の機器。
【請求項４１】
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　前記プロセッサに接続され、予熱待ちの電池の予熱温度を検知するための温度センサを
さらに含み、前記温度センサは、一つまたは複数含まれることを特徴とする請求項２３に
記載の機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電池技術分野に関し、特に電池予熱方法、装置および機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電池は、電気エネルギー源として、各種機器に取り付け、これらの機器に安定した電圧
、安定した電流を提供し、比較的長時間の安定した給電を実現することができる。科学技
術の発展に伴い、電池の構造は益々簡単なものとなっており、持ち運びに便利で、充放電
の操作が簡便で行いやすくなっている。リチウムイオン電池は、二次電池（複数回充電可
能な電池）であり、主にリチウムイオンが正極と負極の間を移動することで動作し、リチ
ウムイオン電池は、現代の高性能電池の代表である。
【０００３】
　低温環境でリチウムイオン電池を使用すると、リチウムイオン電池の寿命に重大な影響
を及ぼす。現在、リチウムイオン電池は、０度以下の環境温度で充電を行うことができず
、０～１０度の環境温度で高速充電を行うことができず、行った場合、リチウム析出現象
が発生し、電池の効力がなくなり、ひいては安全面での事故を引き起こすことがある。放
電時にも、リチウムイオン電池は、－２０度以下の環境温度で放電し使用することができ
ず、－２０～０度で大電流放電を行うことは推奨されず、行った場合、電池の性能が大き
く劣化する。
【０００４】
　現在、リチウムイオン電池は、いずれも予熱および充電加熱保温装置がなく、既存のリ
チウム電池の予熱保護は、一般に、発熱抵抗体からなる熱源体によってリチウム電池の表
面を覆い、予熱可能なリチウム電池を構成するというものである。こうしたリチウムイオ
ン電池は、コストが高いだけでなく、電池表面を覆う熱源体の温度制御が難しく、同様に
電池に損傷をもたらし、電池の寿命に影響を及ぼす。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の実施形態は、充放電前に電池を有効に予熱保護できる、電池予熱方法、装置お
よび機器を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一態様において、本発明の実施形態は、
　電池を予熱するときに、予熱領域の環境温度値を取得するステップと、
　予熱領域の環境温度値が所定の温度条件を満たしていない場合、再度検出された予熱領
域の環境温度値が前記温度条件に適合するまで、現在の予熱領域の温度を調整するステッ
プと、
　を含む電池予熱方法を提供する。
【０００７】
　さらに任意に、前記電池を予熱するときに、予熱環境の温度値を取得する前に、電池予
熱に対するトリガ事象が検出された場合、予熱領域に対する加熱を制御するステップをさ
らに含む。
【０００８】
　さらに任意に、電池予熱に対するトリガ事象が存在するか否かを検出するステップは、
　予熱領域において、予熱待ちの電池が入れられているか否かを検出し、入れられている
場合、電池予熱に対するトリガ事象が存在するステップ、または、
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　予熱回路において、電流が生成されているか否かを検出し、生成されている場合、電池
予熱に対するトリガ事象が存在するステップ、または、
　予熱領域の環境温度が上昇しているか否かを検出し、上昇している場合、電池予熱に対
するトリガ事象が存在するステップのいずれかを含む。
【０００９】
　さらに任意に、前記現在の予熱領域の温度を調整するステップの前に、
　前記電池の予熱が完了しているか否かを判断し、
　完了している場合は、予熱を停止し、完了していない場合は、前記現在の予熱領域の温
度を調整するステップをさらに含む。
【００１０】
　さらに任意に、前記電池の予熱が完了しているか否かを判断するステップは、
　記録済の予熱時間長が所定の時間長閾値に達しているか否かを判断し、達している場合
、前記電池の予熱が完了していると判断するステップを含む。
【００１１】
　さらに任意に、前記電池の予熱が完了しているか否かを判断するステップは、
　取得した前記電池の内部温度値が所定の温度閾値に達しているか否かを判断し、達して
いる場合、前記電池の予熱が完了していると判断するステップを含む。
【００１２】
　さらに任意に、前記電池は、内部温度をインテリジェント検出するインテリジェント電
池を含み、前記取得した前記電池の内部温度値が所定の温度閾値に達しているか否かを判
断するステップは、
　前記電池が検出した電池の内部温度情報を受信するステップと、
　受信した電池の内部温度情報が所定の温度閾値に達してるか否かを判断するステップと
、
　を含む。
【００１３】
　さらに任意に、前記現在の予熱領域の温度を調整するステップは、
　取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された保温温度閾値よりも
低い場合、前記予熱領域の加熱をオンにし、前記予熱領域の温度が前記保温温度閾値に達
するように制御するステップと、
　取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された保温温度閾値よりも
高い場合、前記予熱領域の加熱をオフにし、前記予熱領域の温度が前記保温温度閾値に達
するように制御するステップと、
　を含む。
【００１４】
　さらに任意に、前記現在の予熱領域の温度を調整するステップは、
　取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された最低保温温度閾値よ
りも低い場合、前記予熱領域の加熱をオンにし、前記予熱領域の温度が前記温度条件で指
示された保温温度範囲に達するように制御するステップと、
　取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された最大保温温度閾値よ
りも高い場合、前記予熱領域の加熱をオフにし、前記予熱領域の温度が前記温度条件で指
示された保温温度範囲に達するように制御するステップと、
　を含む。
【００１５】
　さらに任意に、前記電池を予熱するときに、予熱領域の環境温度値を取得するステップ
は、電池を予熱するときに、前記予熱領域における所定の各特徴的位置の環境温度値を取
得するステップを含み、
　前記予熱領域の環境温度値が所定の温度条件を満たしていない場合、現在の予熱領域の
温度を調整するステップは、環境温度値が所定の温度条件を満たしていない特徴的位置が
存在する場合、前記所定の温度条件を満たしていない特徴的位置の温度を調整するステッ



(8) JP 2017-513172 A 2017.5.25

10

20

30

40

50

プを含む。
【００１６】
　さらに任意に、
　前記電池の予熱完了後に、前記電池に対する充電トリガ事象が検出された場合、前記電
池に対する充電制御をオンにするステップと、
　前記電池の予熱完了後に、前記電池に対する放電トリガ事象が検出された場合、前記電
池に対する放電制御をオンにするステップと、
　をさらに含む。
【００１７】
　別の態様において、本発明の実施形態は、
　予熱領域を加熱するための加熱モジュールと、
　電池を予熱するときに、予熱領域の環境温度値を取得するための取得モジュールと、
　前記加熱モジュールに接続され、予熱領域の環境温度値が所定の温度条件を満たしてい
ないときに、再度検出された予熱領域の環境温度値が前記温度条件に適合するまで、現在
の予熱領域の温度を調整する処理モジュールと、
　を含む電池予熱装置をさらに提供する。
【００１８】
　さらに任意に、前記処理モジュールは、電池予熱に対するトリガ事象が検出された場合
、前記加熱モジュールによる予熱領域の加熱を制御することにさらに用いられる。
【００１９】
　さらに任意に、前記処理モジュールは、予熱領域が所在する予熱チャンバに予熱待ちの
電池が入れられているか否かを検出することに用いられ、入れられている場合、電池予熱
に対するトリガ事象が存在し、または、予熱回路において電流が生成されているか否かを
検出することに用いられ、生成されている場合、電池予熱に対するトリガ事象が存在し、
または、予熱領域の環境温度が上昇しているか否かを検出することに用いられ、上昇して
いる場合、電池予熱に対するトリガ事象が存在する。
【００２０】
　さらに任意に、前記処理モジュールは、前記電池の予熱が完了しているか否かを判断す
ることにさらに用いられ、完了している場合は、予熱を停止し、完了していない場合は、
前記現在の予熱領域の温度を調整する。
【００２１】
　さらに任意に、前記処理モジュールは、記録済の予熱時間長が所定の時間長閾値に達し
ているか否かを判断することに用いられ、達している場合、前記電池の予熱が完了してい
る。
【００２２】
　さらに任意に、前記処理モジュールは、取得した前記電池の内部温度値が所定の温度閾
値に達しているか否かを判断することに用いられ、達している場合、前記電池の予熱が完
了している。
【００２３】
　さらに任意に、前記処理モジュールは、前記電池が検出した電池の内部温度情報を受信
し、受信した電池の内部温度情報が所定の温度閾値に達しているか否かを判断することに
用いられる。
【００２４】
　さらに任意に、前記処理モジュールは、取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件
において指示された保温温度閾値よりも低い場合、前記加熱モジュールにより前記予熱領
域の加熱をオンにし、前記予熱領域の温度が前記保温温度閾値に達するように制御し、取
得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された保温温度閾値よりも高い
場合、前記加熱モジュールによる前記予熱領域の加熱をオフにし、前記予熱領域の温度が
前記保温温度閾値に達するように制御することに用いられる。
【００２５】
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　さらに任意に、前記処理モジュールは、取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件
において指示された最低保温温度閾値よりも低い場合、前記加熱モジュールによる前記予
熱領域の加熱をオンにし、前記予熱領域の温度が前記温度条件で指示された保温温度範囲
に達するように制御し、取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示され
た最大保温温度閾値よりも高い場合、前記加熱モジュールによる前記予熱領域の加熱をオ
フにし、前記予熱領域の温度が前記温度条件で指示された保温温度範囲に達するように制
御することに用いられる。
【００２６】
　さらに任意に、前記処理モジュールは、電池を予熱するときに、前記予熱領域における
所定の各特徴的位置の環境温度値を取得し、環境温度値が所定の温度条件を満たしていな
い特徴的位置が存在する場合、前記所定の温度条件を満たしていない特徴的位置の温度を
調整することに用いられる。
【００２７】
　さらに任意に、前記処理モジュールは、前記電池の予熱完了後に、前記電池に対する充
電トリガ事象が検出された場合、前記電池に対する充電制御をオンにし、前記電池の予熱
完了後に、前記電池に対する放電トリガ事象が検出された場合、前記電池に対する放電制
御をオンにすることにさらに用いられる。
【００２８】
　さらなる態様において、本発明の実施形態は、
　予熱待ちの電池を収納するための収納スペースが設けられた支持部材と、
　前記支持部材上に設けられ、通電後に熱を生成することができる加熱部材と、
　前記加熱部材に接続され、前記加熱部材による熱の生成を制御するためのプロセッサと
、
　を含む電池予熱機器であって、
　前記加熱部材が生成する熱を前記収納スペース内に伝導することができる電池予熱機器
をさらに提供する。
【００２９】
　さらに任意に、前記支持部材は、熱伝導部材である。
【００３０】
　さらに任意に、前記加熱部材は、前記熱伝導部材の表面に設けられるか、または前記熱
伝導部材の内部に嵌め込まれる。
【００３１】
　さらに任意に、前記支持部材は、断熱部材である。
【００３２】
　さらに任意に、前記加熱部材は、前記支持部材の内面に設けられる。
【００３３】
　または、前記加熱部材は、前記支持部材の外面に設けられ、前記支持部材の外面には、
前記収納スペースに連通した熱伝導孔が設けられる。
【００３４】
　さらに任意に、前記加熱部材は、加熱膜を含み、かつ前記支持部材の表面に貼られる。
【００３５】
　さらに任意に、前記加熱部材は、加熱線を含み、かつ前記支持部材に巻き付けられる。
【００３６】
　さらに任意に、前記支持部材は、一つの開口部を有する筐体であり、電池を前記開口部
から前記収納スペース内に収容することができる。
【００３７】
　さらに任意に、前記電池予熱機器は、保護ケースをさらに含み、前記支持部材は、前記
保護ケース内に取り付けられる。
【００３８】
　さらに任意に、前記電池予熱機器は、保護カバーをさらに含み、前記保護ケースには、
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取付口が設けられ、前記支持部材は、前記取付口から前記保護ケース内に収容され、前記
保護カバーは、着脱可能に前記取付口に固定される。
【００３９】
　さらに任意に、前記保護カバーは、接続テープによって前記保護ケースと可撓接続され
るか、または、前記保護カバーは、前記保護ケースに回動可能に接続されるか、または、
前記保護カバーは、前記保護ケースとの間で係合接続される。
【００４０】
　さらに任意に、前記保護ケースの内面には、支承部が設けられ、前記支持部材の開口部
の周縁に接続部が設けられ、前記接続部は前記支承部に直接固接されるか、または締結部
材を介して固接される。
【００４１】
　さらに任意に、前記電池予熱機器は、前記支持部材の開口部の周縁に固定されたインタ
ーフェース部材をさらに含む。
【００４２】
　さらに任意に、前記インターフェース部材は、電池の電気インターフェースと挿入接続
するための電源インターフェースを含み、前記電源インターフェースは、前記加熱部材に
電気的に接続される。
【００４３】
　さらに任意に、前記インターフェース部材は、電池との通信接続に用いられる通信イン
ターフェースを含む。
【００４４】
　さらに任意に、前記電池予熱機器は、電源アセンブリをさらに含み、前記電源アセンブ
リは、前記加熱部材に電気的に接続され、前記加熱部材への給電に用いられ、および／ま
たは、前記電源アセンブリは、前記電源インターフェースに電気的に接続され、電池の充
電に用いられる。
【００４５】
　さらに任意に、前記電源アセンブリは、電源線を介して外部給電電源に接続され、電源
を供給する。
【００４６】
　さらに任意に、前記電源アセンブリは、電気エネルギーを貯蔵するための組電池を含む
。
【００４７】
　さらに任意に、前記電池予熱機器は、
　前記プロセッサに接続され、予熱待ちの電池の予熱温度を検知するための温度センサを
さらに含んでもよく、前記温度センサは、一つまたは複数含まれる。
【００４８】
　本発明の実施形態は、必要に応じて、電池を予熱することができ、予熱が終了するまで
、予熱環境の検出を続けることができ、電池予熱に対する有効性を実現することができる
だけでなく、予熱領域の温度に基づき調整を行うことができ、予熱が保証された状況の下
で、電気エネルギーを節約し、電池予熱の自動化、インテリジェント化の要求を満たすこ
ともできる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の実施形態の電池予熱方法のフロー概略図である。
【図２】本発明の実施形態の電池予熱方法のフロー概略図である。
【図３】本発明の実施形態の電池予熱装置の構造概略図である。
【図４】本発明の実施形態の電池予熱機器の構造概略図である。
【図５】本発明の実施形態の電池予熱機器の具体的な構造概略図である。
【図６】図５に示す電池予熱機器の上面図である。
【図７】図６におけるＡ－Ａ線に沿った断面図である。
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【図８】図５に示す電池予熱機器の分解図である。
【図９】本発明の実施形態の電池予熱機器の保護カバーを開いた状態での形状概略図であ
る。
【図１０】保護カバーを外した後の電池予熱機器内部構造概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００５０】
　以下、本発明の実施形態における図面と合わせ、本発明の実施形態における技術手法に
ついて、明確かつ完全に記述するが、記述する実施形態は、本発明の一部の実施形態に過
ぎず、すべての実施形態ではないことは明らかである。本発明における実施形態に基づき
、当業者が進歩性を有する作業を行わない前提の下で得たその他すべての実施形態は、い
ずれも本発明の保護する範囲に属す。
【００５１】
　本発明の実施形態は、電池の充電または放電（負荷への給電）の前に、前記電池を収納
でき加熱保温が可能な電池ボックスの中に電池を置き、前記電池ボックスの中で、充電ま
たは放電される電池を予熱し、予熱のプロセスにおいて、インテリジェントに温度調節を
行い、最終的に電池の温度が安全な充放電に適したものとなるようにすることができる。
【００５２】
　図１は、本発明の実施形態の電池予熱方法のフロー概略図であり、本発明の実施形態の
前記方法は、温度制御を行うことが可能なコントローラにより実現することができ、具体
的には、本発明の実施形態の前記方法は、次のことを含む。
【００５３】
Ｓ１０１：電池を予熱するときに、予熱領域の環境温度値を取得する。
【００５４】
　前記予熱領域とは、予熱待ちの電池を収納でき、加熱保温が可能な機器内部のチャンバ
で囲まれた領域としてもよく、この領域は、電池を挿入した後、予熱温度を保持する密封
領域とすることができる。この領域は、具体的には図９を参照することができる。
【００５５】
　電池予熱のプロセスにおいて、前記予熱領域に置かれた温度センサによって、リアルタ
イムモニタリングを行い予熱領域の温度を取得し、モニタリングされた温度に基づき加熱
アセンブリを制御することができる。
【００５６】
　具体的には、前記Ｓ１０１の前に、予熱が必要か否かの判断ステップをさらに含んでも
よく、温度センサによって、またはインターネットで天気温度などを検索することによっ
て、現在位置の環境温度を取得し、環境温度が所定の閾値（例えば０度）よりも低い場合
、前記Ｓ１０１を実行する。
【００５７】
Ｓ１０２：予熱領域の環境温度値が所定の温度条件を満たしていない場合、再度検出され
た予熱領域の環境温度値が前記温度条件に適合するまで、現在の予熱領域の温度を調整す
る。
【００５８】
　所定の温度条件を満たしていない状況は、予熱領域の環境温度値が前記温度条件で指示
された温度範囲内にない、すなわち前記環境温度値が前記温度条件で指示された最小値よ
りも低い、または前記温度条件で指示された最大値よりも高いことを含む。
【００５９】
　現在の予熱領域の温度調整は、前記環境温度値が最小値よりも低いときに、加熱温度を
上昇させ、前記環境温度値が前記温度条件で指示された最大値よりも高いときに、加熱温
度を低下させることを含み、加熱温度の低下は、一般に、加熱電源を切る方式を用いて、
温度を徐々に低下させる。
【００６０】
　具体的には、最小値よりも低いときに、加熱アセンブリをオンにして、加熱アセンブリ
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に動作を開始させ、予熱領域の温度を上昇させるように制御し、最大値よりも高いときに
、加熱アセンブリをオフにし（電源を切り）、加熱アセンブリに動作を停止させ、予熱領
域の温度が再び上昇しないように制御する。前記予熱領域に対応する電池ボックス材料は
、保温材料を用いて、熱の発散速度を遅くし、電気エネルギーを節約してもよい。
【００６１】
　予熱待ちの電池を給電電源とし、前記予熱領域が所在する電池ボックスの加熱アセンブ
リに給電してもよい。電源線を介して外部電源に接続し、前記予熱領域が所在する電池ボ
ックスの加熱アセンブリに給電してもよい。また、前記予熱領域が所在する電池ボックス
自体に電池アセンブリを含んでもよく、前記電池アセンブリは、予熱のために電源を提供
することができるだけでなく、予備電源として予熱待ちの電池の予熱の完了後、必要に応
じて前記電池に充電することができる。
【００６２】
　予熱領域の温度が温度条件で指示された温度範囲内に達した後、加熱を停止してもよい
。または予熱領域の温度が温度条件で指示された温度閾値に達した後、加熱を停止し、前
記温度閾値は、具体的には、所定の温度範囲内にあり、かつ温度範囲における最大値に近
い、または等しい温度閾値とすることができる。
【００６３】
　また、前記予熱領域は、さらに航空機、インテリジェントロボットなどの電池ボックス
内部のチャンバで囲まれた領域としてもよく、電池を挿入して航空機、インテリジェント
ロボットなどに電源を供給（電池放電）する前に、予熱操作を実行し、すなわち前記Ｓ１
０１およびＳ１０２を実行する。予熱領域の温度のモニタリングおよび調整は、航空機、
インテリジェントロボットなどの機器に配置されたセンサ、コントローラ（飛行コントロ
ーラ、移動コントローラ）などによって実行してもよい。
【００６４】
　本発明の実施形態は、必要に応じて、電池を予熱することができ、予熱が終了するまで
、予熱環境の検出を続けることができ、電池予熱に対する有効性を実現することができる
だけでなく、予熱領域の温度に基づき調整を行うことができ、予熱が保証された状況の下
で、電気エネルギーを節約し、電池予熱の自動化、インテリジェント化の要求を満たすこ
ともできる。
【００６５】
　さらに、図２は、本発明の実施形態の電池予熱方法のフロー概略図であり、本発明の実
施形態の前記方法は、温度制御を行うことが可能なコントローラにより実現することがで
き、具体的には、本発明の実施形態の前記方法は、次のことを含む。
【００６６】
Ｓ２０１：電池予熱に対するトリガ事象が検出された場合、予熱領域の加熱を制御する。
【００６７】
　具体的には、ユーザが予熱機能をオンにした操作事象が検出されたときに、例えば、対
応する物理的ボタンをオンにしたときに、電池予熱に対するトリガ事象が生成されたこと
を確定することができる。
【００６８】
　電池予熱に対するトリガ事象が存在するか否かの検出は、自動的に実現してもよく、具
体的には、予熱領域に予熱待ちの電池が入れられているか否かを検出し、入れられている
場合、電池予熱に対するトリガ事象が存在し、重力感知または距離感知によって予熱領域
に電池が含まれているか否かを確定し、下記の環境温度検出および調整などの操作を開始
することができることを含んでもよい。
【００６９】
　または、予熱回路において、電流が生成されているか否かを検出し、生成されている場
合、電池予熱に対するトリガ事象が存在することを含んでもよい。予熱待ちの電池を予熱
領域に挿入した後、前記電池は加熱モジュールにおける予熱回路に給電し、予熱回路にお
いて、電流が生成されていることが検出されると、電池予熱に対するトリガ事象が存在す
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ることを確定し、下記の環境温度検出および調整などの操作を開始することができる。
【００７０】
　または、予熱領域の環境温度が上昇しているか否かを検出し、上昇している場合、電池
予熱に対するトリガ事象が存在することを含んでもよい。予熱待ちの電池を予熱領域に挿
入した後、前記電池は加熱モジュールに給電し、熱の生成を開始し、このとき、温度が上
昇していることを検出し、電池予熱に対するトリガ事象が存在することを確定し、下記の
環境温度検出および調整などの操作を開始することができる。
【００７１】
Ｓ２０２：電池を予熱するときに、予熱領域の環境温度値を取得する。
【００７２】
　予熱領域に設けられた一つまたは複数の温度センサに基づき、予熱領域の環境温度値を
検出して取得する。
【００７３】
Ｓ２０３：前記電池の予熱が完了しているか否かを判断する。
【００７４】
　前記Ｓ２０３は、具体的には、記録済の予熱時間長が所定の時間長閾値に達しているか
否かを判断し、達している場合、前記電池の予熱が完了していることを含んでもよい。
【００７５】
　時間長閾値は、大量の対応するタイプ、体積の電池の安全な予熱温度環境で予熱が実際
に完了した時間データについて統計を行った後に確定することができ、本発明の実施形態
において、予熱時間長閾値は、１０～２０分以内とすることができる。
【００７６】
　または、前記Ｓ２０３は、取得した前記電池の内部温度値が所定の温度閾値に達してい
るか否かを判断し、達している場合、前記電池の予熱が完了していることを含んでもよい
。
【００７７】
　前記電池の内部温度値に基づき予熱が完了しているか否かを判断する具体的なステップ
は、前記電池が検出した電池の内部温度情報を受信し、受信した電池の内部温度情報が所
定の温度閾値に達しているか否かを判断することを含む。前記電池自体は、セルの温度、
具体的には電池内部の中心位置の温度を検出可能なインテリジェント電池としてもよく、
５度などの温度値以上の温度に達すると、またはそれを超えると、電池の予熱は必要なく
、予熱が完了したことを確定できる。
【００７８】
　判断の結果、予熱がすでに完了している場合、下記のＳ２０４を実行するか、または直
接下記のＳ２０７およびＳ２０８を実行する。完了していない場合、下記のＳ２０５を実
行する。
【００７９】
Ｓ２０４：予熱を停止する。予熱電源を切って予熱を停止し、さらに音声、発光などの方
式で予熱の完了をユーザに示してもよく、後続の電池充放電操作を行うことができる。
【００８０】
Ｓ２０５：予熱領域の環境温度値が所定の温度条件を満たしているか否かを検出する。
【００８１】
　温度条件を満たしている場合、Ｓ２０２に戻り、温度検出ステップを再度実行し、満た
していない場合、下記のＳ２０６を実行する。
【００８２】
Ｓ２０６：予熱領域の環境温度値が所定の温度条件を満たしていない場合、再度検出され
た予熱領域の環境温度値が前記温度条件に適合するまで、現在の予熱領域の温度を調整す
る。
【００８３】
　温度条件を満たすまで調整した後、Ｓ２０２に戻り、温度検出ステップを再度実行する
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。
【００８４】
　加熱のプロセスにおいて、予熱領域内の環境温度値をリアルタイムに検出し、温度条件
に適合しているか否かをリアルタイムに判断し、遅延なく加熱を停止できるようにし、節
電および電池保護の目的を達成する。
【００８５】
　予熱の終了後、音声表示、発光表示、振動表示などにより電池の予熱が完了したことを
ユーザに示してもよく、ユーザは、予熱が完了した電池を予熱領域から取り出し、充放電
を再び行って使用することができる。予熱領域に対応する電池ボックス自体が充電器また
は放電器として配置されている場合、充放電の自動化、インテリジェント化に対するユー
ザの要求を満たすため、次のステップをさらに実行してもよい。本発明の実施形態におい
て、任意に、予熱の完了後、下記のＳ２０７およびＳ２０８をさらに実行してもよい。
【００８６】
Ｓ２０７：前記電池の予熱完了後に、前記電池に対する充電トリガ事象が検出された場合
、前記電池に対する充電制御をオンにする。
【００８７】
　予熱が完了した電池の充電操作は、具体的には、予熱機器に配置された大容量電源また
は外付け電源によって、予熱が完了した電池に対して充電を行ってもよい。
【００８８】
Ｓ２０８：前記電池の予熱完了後に、前記電池に対する放電トリガ事象が検出された場合
、前記電池に対する放電制御をオンにする。
【００８９】
　放電トリガ事象は、航空機、遠隔操作ロボットなどの機器が移動信号などの制御信号を
受信したときに生成される制御事象を含む。実際に操作する際に、移動信号などの制御信
号を受信したとき、先ず、予熱が完了しているか否かを判断し、完了している場合、前記
Ｓ２０８を実行して放電を行う。
【００９０】
　放電トリガ事象は、さらに、ユーザがボタンを押してトリガした、予熱が完了した電池
を自動放電保護するときのトリガ事象としてもよい。電池の電気量が比較的大きいとき、
特に、満充電の状態のときに、電池の化学的活性が比較的高く、長時間使用しないと、膨
張、液漏れなどの問題が発生しやすくなるが、電池を長時間安全に貯蔵するために、ユー
ザの必要に応じて電池を放電してもよく、このときに、前記Ｓ２０８を実行してもよい。
【００９１】
　具体的には、前記Ｓ２０６における予熱領域の温度を調整することは、
　取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された保温温度閾値よりも
低い場合、前記予熱領域の加熱をオンにし、前記予熱領域の温度が前記保温温度閾値に達
するように制御することと、
　取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された保温温度閾値よりも
高い場合、前記予熱領域の加熱をオフにし、前記予熱領域の温度が前記保温温度閾値に達
するように制御することと、
　を具体的に含んでもよい。
【００９２】
　または、前記Ｓ２０６は、
　取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された最低保温温度閾値よ
りも低い場合、前記予熱領域の加熱をオンにし、前記予熱領域の温度が前記温度条件で指
示された保温温度範囲に達するように制御することと、
　取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された最大保温温度閾値よ
りも高い場合、前記予熱領域の加熱をオフにし、前記予熱領域の温度が前記温度条件で指
示された保温温度範囲に達するように制御することと、
　を具体的に含んでもよい。
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【００９３】
　さらに、予熱領域内の温度が均等であることを保証するため、予熱領域内の指定位置に
温度センサを配置して、異なる位置の環境温度値を取得するとともに、加熱アセンブリに
複数の加熱ブロックを含ませ、各指定位置が所在する領域に、単独で加熱可能な加熱ブロ
ックを配置してもよい。具体的には、前記Ｓ２０２において予熱領域の環境温度値を取得
することは、電池の予熱時に、前記予熱領域における所定の各特徴的位置の環境温度値を
取得することを含み、これに対応して、前記Ｓ２０６において現在の予熱領域の温度を調
整することは、環境温度値が所定の温度条件を満たしていない特徴的位置が存在する場合
、前記所定の温度条件を満たしていない特徴的位置の温度を調整することを含む。
【００９４】
　本発明の実施形態は、必要に応じて、電池を予熱することができ、予熱が終了するまで
、予熱環境の検出を続けることができ、電池予熱に対する有効性を実現することができる
だけでなく、予熱領域の温度に基づき調整を行うことができ、予熱が保証された状況の下
で、電気エネルギーを節約し、電池予熱の自動化、インテリジェント化の要求を満たすこ
ともできる。
【００９５】
　次に、本発明の実施形態の電池予熱装置および機器について詳細に説明する。
【００９６】
　図３は、本発明の実施形態の電池予熱装置の構造概略図であり、本発明の実施形態の前
記電池予熱装置は、単独の予熱装置としても、無人機、遠隔操作ロボットなどの移動機器
に内蔵した、本発明の実施形態に関連する電池予熱機能を有する電池ボックス、または電
池ボックスおよびコントローラの組み合わせとしてもよい。具体的には、前記電池予熱装
置は、
　予熱領域を加熱するための加熱モジュール１と、
　電池を予熱するときに、予熱領域の環境温度値を取得するための取得モジュール２と、
　前記加熱モジュール１に接続され、予熱領域の環境温度値が所定の温度条件を満たして
いないときに、再度検出された予熱領域の環境温度値が前記温度条件に適合するまで、現
在の予熱領域の温度を調整する処理モジュール３と、
　を含む。
【００９７】
　前記加熱モジュール１は、加熱回路からなり、抵抗体、電熱線などによって予熱領域を
加熱する。
【００９８】
　前記取得モジュール２で検出される前記予熱領域とは、予熱待ちの電池を収納でき、加
熱保温が可能な機器内部のチャンバで囲まれた領域としてもよく、この領域は、電池を挿
入した後、予熱温度を保持する密封領域とすることができる。前記領域は、具体的には図
５から７に示すものを参照することができる。
【００９９】
　電池予熱のプロセスにおいて、前記取得モジュール２は、前記予熱領域に置かれた温度
センサによって、リアルタイムモニタリングを行い予熱領域の温度を取得し、モニタリン
グされた温度に基づき加熱アセンブリを制御することができる。
【０１００】
　前記処理モジュール３が所定の温度条件を満たしていない状況は、予熱領域の環境温度
値が前記温度条件で指示された温度範囲内にない、すなわち前記環境温度値が前記温度条
件で指示された最小値よりも低い、または前記温度条件で指示された最大値よりも高いこ
とを含む。
【０１０１】
　前記処理モジュール３による現在の予熱領域の温度調整は、前記環境温度値が最小値よ
りも低いときに、前記加熱モジュール１が加熱温度を上昇させ、前記環境温度値が前記温
度条件で指示された最大値よりも高いときに、加熱温度を低下させることを含み、加熱温
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度の低下は、一般に、前記加熱モジュール１の電源を切る方式を用いて加熱を停止し、温
度を徐々に低下させる。
【０１０２】
　具体的には、最小値よりも低いときに、前記処理モジュール３は、前記加熱モジュール
１をオンにして、加熱モジュール１に動作を開始させ、予熱領域の温度を上昇させるよう
に制御し、最大値よりも高いときに、前記処理モジュール３は、加熱モジュール１をオフ
にし（電源を切り）、加熱モジュール１に動作を停止させ、予熱領域の温度が再び上昇し
ないように制御する。前記予熱領域に対応する電池ボックス材料は、保温材料を用いて、
熱の発散速度を遅くし、電気エネルギーを節約してもよい。
【０１０３】
　予熱待ちの電池を給電電源とし、前記予熱領域が所在する電池ボックスの加熱アセンブ
リに給電してもよい。電源線を介して外部電源に接続し、前記加熱モジュール１に給電し
てもよい。また、前記予熱領域が所在する電池ボックス自体に電池アセンブリを含んでも
よく、前記電池アセンブリは、予熱のために電源を提供することができるだけでなく、予
備電源として予熱待ちの電池の予熱の完了後、必要に応じて前記電池に充電することがで
きる。
【０１０４】
　予熱領域の温度が温度条件で指示された温度範囲内に達した後、前記処理モジュール３
が前記加熱モジュール１による加熱を停止してもよい。または予熱領域の温度が温度条件
で指示された温度閾値に達した後、前記加熱モジュール１による加熱を停止し、前記温度
閾値は、具体的には、所定の温度範囲内にあり、かつ温度範囲における最大値に近い、ま
たは等しい温度閾値とすることができる。
【０１０５】
　また、前記予熱領域は、さらに、航空機、インテリジェントロボットなどの電池ボック
ス内部のチャンバで囲まれた領域としてもよく、電池を挿入して航空機、インテリジェン
トロボットなどの機器に給電（電池放電）する前に、航空機、インテリジェントロボット
などの機器の関連機能アセンブリ（コントローラ、加熱体など）が電池ボックス内の電池
の予熱操作を実行する。
【０１０６】
　さらに任意に、前記処理モジュール３は、電池予熱に対するトリガ事象が検出された場
合、前記加熱モジュール１による予熱領域の加熱を制御するためにさらに用いられる。す
なわち、電池の予熱機能をオンにする必要があるか否かを自動検出する。
【０１０７】
　さらに具体的には、電池に対する予熱トリガ事象が存在するか否かを判断するときに、
前記処理モジュール３は、予熱領域が所在する予熱チャンバに予熱待ちの電池が入れられ
ているか否かを検出することに具体的に用いられ、入れられている場合、電池予熱に対す
るトリガ事象が存在し、または、予熱回路において電流が生成されているか否かを検出す
ることに具体的に用いられ、生成されている場合、電池予熱に対するトリガ事象が存在し
、または、予熱領域の環境温度が上昇しているか否かを検出することに具体的に用いられ
、上昇している場合、電池予熱に対するトリガ事象が存在する。
【０１０８】
　さらに任意に、前記処理モジュール３は、前記電池の予熱が完了しているか否かを判断
することにさらに用いられ、完了している場合は、予熱を停止し、完了していない場合は
、前記現在の予熱領域の温度を調整する。完了している場合、前記加熱モジュール１に対
する給電を切るように制御し、完了していない場合、前記加熱モジュール１が提供する熱
を制御することにより、現在の予熱領域の温度を調整する。
【０１０９】
　さらに具体的には、予熱が完了しているか否かを判断するときに、前記処理モジュール
３は、記録済の予熱時間長が所定の時間長閾値に達しているか否かを判断することに具体
的に用いられ、達している場合、前記電池の予熱が完了している。
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【０１１０】
　または、さらに具体的には、予熱が完了しているか否かを判断するときに、前記処理モ
ジュール３は、取得した前記電池の内部温度値が所定の温度閾値に達しているか否かを判
断することに具体的に用いられ、達している場合、前記電池の予熱が完了している。
【０１１１】
　予熱が完了しているか否かを判断するときに、前記処理モジュール３は、具体的に、予
熱時間および電池の内部温度を同時に判断してもよく、予熱時間長が予熱閾値を満たして
いる場合、または電池内容温度が所定の温度閾値に達している場合、いずれも電池の予熱
が完了していると確定することができる。
【０１１２】
　具体的には、電池の内部温度を検査するときに、通信インターフェースによって受信さ
れるインテリジェント電池が検出した内部温度としてもよく、前記処理モジュール３は、
前記電池が検出した電池の内部温度情報を受信し、受信した電池の内部温度情報が所定の
温度閾値に達しているか否かを判断することに具体的に用いられる。
【０１１３】
　さらに任意に、予熱領域の温度を調整するときに、前記処理モジュール３は、取得した
予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された保温温度閾値よりも低い場合、
前記加熱モジュール１により前記予熱領域の加熱をオンにし、前記予熱領域の温度が前記
保温温度閾値に達するように制御し、取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件にお
いて指示された保温温度閾値よりも高い場合、前記加熱モジュール１による前記予熱領域
の加熱をオフにし、前記予熱領域の温度が前記保温温度閾値に達するように制御すること
に具体的に用いられる。
【０１１４】
　または、さらに任意に、予熱領域の温度を調整するときに、前記処理モジュール３は、
取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された最低保温温度閾値より
も低い場合、前記加熱モジュール１による前記予熱領域の加熱をオンにし、前記予熱領域
の温度が前記温度条件で指示された保温温度範囲に達するように制御し、取得した予熱領
域の環境温度値が前記温度条件において指示された最大保温温度閾値よりも高い場合、前
記加熱モジュール１による前記予熱領域の加熱をオフにし、前記予熱領域の温度が前記温
度条件で指示された保温温度範囲に達するように制御することに具体的に用いられる。
【０１１５】
　具体的な調整の際に、前記処理モジュール３は、電池を予熱するときに、前記予熱領域
における所定の各特徴的位置の環境温度値を取得し、環境温度値が所定の温度条件を満た
していない特徴的位置が存在する場合、前記所定の温度条件を満たしていない特徴的位置
の温度を調整することに具体的に用いられる。
【０１１６】
　さらに任意に、予熱の完了後、前記処理モジュール３は、前記電池の予熱完了後に、前
記電池に対する充電トリガ事象が検出された場合、前記電池に対する充電制御をオンにし
、前記電池の予熱完了後に、前記電池に対する放電トリガ事象が検出された場合、前記電
池に対する放電制御をオンにすることにさらに用いられる。
【０１１７】
　具体的には、前記加熱モジュール１、取得モジュール２および処理モジュール３の具体
的な実現は、図１および図２の方法の実施形態における関連するステップの記載を参考に
することができ、ここでは詳しくは記載しない。
【０１１８】
　本発明の実施形態は、必要に応じて、電池を予熱することができ、予熱が終了するまで
、予熱環境の検出を続けることができ、電池予熱に対する有効性を実現することができる
だけでなく、予熱領域の温度に基づき調整を行うことができ、予熱が保証された状況の下
で、電気エネルギーを節約し、電池予熱の自動化、インテリジェント化の要求を満たすこ
ともできる。
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【０１１９】
　次に、図４～図１０と合わせ、本発明の実施形態の電池予熱機器について詳細に説明す
る。
【０１２０】
　図４は、本発明の実施形態の電池予熱機器の構造概略図であり、前記電池予熱機器は、
支持部材１０と、加熱部材２０と、プロセッサ００とを含み、前記支持部材１０には、予
熱待ちの電池を収納するための収納スペースが設けられ、前記加熱部材２０は、前記支持
部材１０上に設けられ、通電後に熱を生成することができ、前記加熱部材２０が生成する
熱を前記収納スペース内に伝導することができ、前記収納スペースは、前記電池を予熱す
る予熱領域を構成する。
【０１２１】
　具体的には、メモリをさらに含んでもよく、前記メモリにはプログラムが記憶されてお
り、前記プロセッサ００は、前記メモリに記憶された予熱プログラムを用いて、電池の予
熱時に、予熱領域の環境温度値を取得するために用いられ、予熱領域の環境温度値が所定
の温度条件を満たしていない場合、再度検出された予熱領域の環境温度値が前記温度条件
に適合するまで、前記加熱部材２０が現在の予熱領域の温度を調整するように制御する。
【０１２２】
　さらに任意に、前記プロセッサ００は、電池予熱に対するトリガ事象が検出された場合
、予熱領域の加熱を制御するためにさらに用いられる。
【０１２３】
　さらに任意に、前記プロセッサ００は、電池予熱に対するトリガ事象が存在するか否か
を検出するときに、予熱領域に予熱待ちの電池が入れられているか否かを検出することに
具体的に用いられ、入れられている場合、電池予熱に対するトリガ事象が存在し、または
、予熱回路において電流が生成されているか否かを検出することに具体的に用いられ、生
成されている場合、電池予熱に対するトリガ事象が存在し、または、予熱領域の環境温度
が上昇しているか否かを検出することに具体的に用いられ、上昇している場合、電池予熱
に対するトリガ事象が存在する。
【０１２４】
　さらに任意に、前記プロセッサ００は、現在の予熱領域の温度を調整するために用いら
れる前に、前記電池の予熱が完了しているか否かを判断することにさらに用いられ、完了
している場合は、予熱を停止し、完了していない場合は、前記現在の予熱領域の温度を調
整する。
【０１２５】
　さらに任意に、前記プロセッサ００は、前記電池の予熱が完了しているか否かを判断す
るために用いられるときに、記録済の予熱時間が所定の時間閾値に達しているか否かを判
断することに具体的に用いられ、達している場合、前記電池の予熱が完了している。
【０１２６】
　または、前記プロセッサ００は、前記電池の予熱が完了しているか否かを判断するため
に用いられるときに、取得した前記電池の内部温度値が所定の温度閾値に達しているか否
かを判断することに具体的に用いられ、達している場合、前記電池の予熱が完了している
。
【０１２７】
　または、前記電池は、内部温度をインテリジェント検出することを含むインテリジェン
ト電池であり、前記プロセッサ００は、取得した前記電池の内部温度値が所定の温度閾値
に達しているか否かを判断するときに、前記電池が検出した電池の内部温度情報を受信し
、受信した電池の内部温度情報が所定の温度閾値に達しているか否かを判断することに具
体的に用いられる。
【０１２８】
　さらに任意に、前記プロセッサ００は、現在の予熱領域の温度を調整するために用いら
れるときに、取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された保温温度
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閾値よりも低い場合、前記予熱領域の加熱をオンにし、前記予熱領域の温度が前記保温温
度閾値に達するように制御し、取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指
示された保温温度閾値よりも高い場合、前記予熱領域の加熱をオフにし、前記予熱領域の
温度が前記保温温度閾値に達するように制御することに具体的に用いられる。
【０１２９】
　または、前記プロセッサ００は、現在の予熱領域の温度を調整するために用いられ、取
得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された最低保温温度閾値よりも
低い場合、前記予熱領域の加熱をオンにし、前記予熱領域の温度が前記温度条件で指示さ
れた保温温度範囲に達するように制御し、取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件
において指示された最大保温温度閾値よりも高い場合、前記予熱領域の加熱をオフにし、
前記予熱領域の温度が前記温度条件で指示された保温温度範囲に達するように制御するこ
とに具体的に用いられる。
【０１３０】
　または、前記プロセッサ００は、電池を予熱するときに、前記予熱領域における所定の
各特徴的位置の環境温度値を取得し、環境温度値が所定の温度条件を満たしていない特徴
的位置が存在する場合、前記所定の温度条件を満たしていない特徴的位置の温度を調整す
ることに具体的に用いられる。
【０１３１】
　本発明の実施形態の前記電池予熱機器は、複数の温度センサ０１をさらに含んでもよく
、前記プロセッサ００は、各位置に設けられた温度センサ０１に接続され、これらのセン
サが検出した予熱領域の環境温度値を取得することにより、前記温度の調節を実現する。
【０１３２】
　さらに任意に、前記プロセッサ００は、前記電池の予熱完了後に、前記電池に対する充
電トリガ事象が検出された場合、前記電池に対する充電制御をオンにし、前記電池の予熱
完了後に、前記電池に対する放電トリガ事象が検出された場合、前記電池に対する放電制
御をオンにすることにさらに用いられる。
【０１３３】
　具体的には、前記プロセッサ００の具体的な実現は、前記方法の実施形態における各関
連ステップの具体的な実現を参照することができる。
【０１３４】
　さらに具体的には、図５は、本発明の実施形態の電池予熱機器の具体的な構造概略図で
あり、図６は、図５に示す電池予熱機器の上面図であり、図７は、図６におけるＡ－Ａ線
に沿った断面図であり、図８は、図５に示す電池予熱機器の分解図であり、図９は、保護
カバーを開いた形状概略図であり、図１０は、保護カバーを開いた状態での電池予熱機器
内部構造概略図である。
【０１３５】
　本発明の実施形態の電池予熱機器は、電池予熱機能を有する単独の機器であり、具体的
には、予熱待ちの電池を収納するための収納スペース１０１が設けられた支持部材１０と
、前記支持部材１０上に設けられ、通電後に熱を生成することができる加熱部材２０と、
を含み、前記加熱部材２０が生成する熱を前記収納スペース１０１内に伝導することがで
きる。前記収納スペース１０１内に伝えられた熱は、前記収納スペース１０１に挿入され
た電池の予熱に用いられる。
【０１３６】
　具体的には、任意に、前記支持部材１０は、熱伝導部材としてもよく、熱伝導が可能な
各種金属により構成することができる。前記加熱部材２０を電源に接続し発熱を開始する
ときに、熱が前記熱伝導部材によって収納スペース１０１内に伝導される。前記加熱部材
２０は、前記熱伝導部材の表面に設けられるか、または前記熱伝導部材の内部に嵌め込ま
れる。
【０１３７】
　または、任意に、前記支持部材１０は、断熱部材としてもよい。この場合、前記加熱部
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材２０は、前記支持部材１０の内面に設けられるか、または、前記加熱部材２０は、前記
支持部材１０の外面に設けられ、前記支持部材１０の外面には、前記収納スペース１０１
に連通した熱伝導孔１０２が設けられる。具体的には、図７および図８に示すように、前
記支持部材１０は、複数の熱伝導孔１０２（通し穴）が表面に設けられたプラスチック材
としてもよく、前記加熱部材２０を電源に接続し発熱を開始するときに、熱が各熱伝導孔
１０２によって収納スペース１０１内に伝導される。電池の予熱は、一般に、その内部温
度を５度（この温度値は、ユーザの必要に応じて設定する）以上高める、またはやや高い
温度に高めるだけでよく、大きな熱の上昇が可能な加熱部材２０は必要とせず、プラスチ
ック材などの支持部材１０としての物体を破損することも、過度の電気量を消費すること
もないことが理解され得る。
【０１３８】
　具体的には、任意に、前記加熱部材２０は、加熱膜を含み、かつ前記支持部材１０の表
面に貼られる。前記加熱膜は、対応する加熱回路、電源インターフェース５０１を介して
、前記収納スペース１０１における予熱待ちの電池または外付けの電源に電気的に接続す
ることにより、電気加熱を実現する。加熱膜以外に、前記加熱部材２０は、さらに加熱線
としてもよく、かつ前記支持部材１０に巻き付けられる。前記加熱部材２０は、異なる位
置に設けて予熱の熱をそれぞれ生成するために、加熱膜と加熱線とを同時に含んでもよい
。
【０１３９】
　さらに任意に、前記支持部材１０は、開口部を有する筐体であり、電池を前記開口部か
ら前記収納スペース１０１内に収容することができる。
【０１４０】
　さらに任意に、前記電池予熱機器は、保護ケース３０をさらに含み、前記支持部材１０
は、前記保護ケース３０内に取り付けられる。前記保護ケース３０は、金属またはプラス
チック材のケースとしてもよく、前記保護ケース３０と支持部材１０（または加熱部材２
０）との間に、前記加熱部材２０が生成する温度を最大限に保つ保温層を設けてもよい。
【０１４１】
　さらに任意に、前記電池予熱機器は、保護カバー４０をさらに含み、前記保護ケース３
０には、取付口が設けられ、前記支持部材１０は、前記取付口から前記保護ケース３０内
に収容され、前記保護カバー４０は、着脱可能に前記取付口に固定される。
【０１４２】
　さらに任意に、前記保護カバー４０は、接続テープによって前記保護ケース３０と可撓
接続されるか、または、前記保護カバー４０は、前記保護ケース３０との間で係合接続さ
れるか、または、前記保護カバー４０は、前記保護ケース３０に回動可能に接続される。
図５および図８は、保護カバー４０と保護ケース３０との間の回動接続を実現可能な構造
６０を示しており、回動接続を実現するための構造６０は、回転軸６０１と、保護カバー
４０に設けられたボス６０２と、保護ケース３０に設けられた軸筒６０３を含み、前記回
転軸６０１は、前記ボス６０２および軸筒６０３を貫通し、保護カバー４０と保護ケース
３０との間の回動接続を実現する。
【０１４３】
　さらに任意に、前記保護ケース３０の内面には、支承部が設けられ、前記支持部材１０
の開口部の周縁に接続部が設けられ、前記接続部は前記支承部に直接固接されるか、また
は締結部材を介して固接される。
【０１４４】
　さらに任意に、前記電池予熱機器は、前記支持部材１０の開口部の周縁に固定されたイ
ンターフェース部材５０をさらに含んでもよい。前記インターフェース部材５０は、電池
の電気インターフェースと挿入接続するための電源インターフェース５０１を具体的に含
んでもよく、前記電源インターフェース５０１は、前記加熱部材２０に電気的に接続され
る。前記インターフェース部材５０は、電池との通信接続に用いられる通信インターフェ
ース５０２を具体的にさらに含んでもよい。図８に示すように、電源インターフェース５
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０１を前記支持部材１０の開口部により良好に固定するため、前記電源インターフェース
５０１上に保護ハウジング５０３を配置してもよい。
【０１４５】
　さらに具体的には、前記電池予熱機器は、電源アセンブリ０３をさらに含んでもよいだ
けでなく、前記電源アセンブリ０３は、前記加熱部材２０に電気的に接続され、前記加熱
部材２０への給電に用いられ、および／または、前記電源アセンブリ０３は、前記電源イ
ンターフェース５０１に電気的に接続され、電池の充電に用いられる。
【０１４６】
　さらに、前記電源アセンブリ０３は、電源線を介して外部給電電源に接続され、電源を
供給する。
【０１４７】
　前記電源アセンブリ０３は、電気エネルギーを貯蔵するための組電池とし、充電回路、
給電回路、各種保護回路などの対応する回路を含んでもよい。
【０１４８】
　本発明の実施形態は、必要に応じて、電池を予熱することができ、予熱が終了するまで
、予熱環境の検出を続けることができ、電池予熱に対する有効性を実現することができる
だけでなく、予熱領域の温度に基づき調整を行うことができ、予熱が保証された状況の下
で、電気エネルギーを節約し、電池予熱の自動化、インテリジェント化の要求を満たすこ
ともできる。
【０１４９】
　本発明で提供するいくつかの実施形態において、開示されている関連装置および方法は
、その他の方式によって実現してもよいことを理解すべきである。例えば、上述した装置
の実施形態は、概略的なものに過ぎず、例えば、前記モジュールまたはユニットの区分は
、論理的な機能の区分に過ぎず、実際の実現の際には、別の区分方式を有してもよく、例
えば、複数のユニットまたはアセンブリを結合するか、または別のシステムに集積しても
よく、または一部の特徴を省略しても、実行しなくてもよい。さらに、これまで示された
または考察された互いの間の接続または直接接続または通信接続は、いくつかのインター
フェース、装置またはユニットの間接接続または通信接続としてもよく、電気的、機械ま
たはその他の形式とすることができる。
【０１５０】
　前記分離部材として説明したユニットは、物理的に分けられたものであっても、または
分けられていないものであってもよく、ユニットとして示された部材は、物理的なユニッ
トであっても、またはそうでなくてもよく、すなわち、一つの場所に位置していても、ま
たは複数のネットワークユニットに分布していてもよい。実際の必要に応じて、一部また
は全部のユニットを選択し、本実施形態の手法の目的を実現してもよい。
【０１５１】
　また、本発明の各実施形態における各機能ユニットは、一つの処理ユニットの中に集積
しても、各ユニットが単独で物理的に存在しても、複数のユニットを一つのユニットの中
に集積してもよい。前記集積されたユニットは、ハードウェアの形式で実現しても、ソフ
トウェアの機能ユニットの形式で実現してもよい。
【０１５２】
　前記集積されたユニットをソフトウェアの機能ユニットの形式で実現し、独立した製品
として販売または使用する場合、コンピュータで読み取り可能な記憶媒体に記憶してもよ
い。こうした理解に基づき、本発明の技術手法は、実質的に、あるいは従来技術に対して
寄与する部分またはこの技術手法の全部もしくは一部に対して、ソフトウェア製品の形式
で実現し、コンピュータプロセッサ（ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）に本発明の各実施形態の前記
方法の全部または一部のステップを実行させる複数のコマンドを含むこのコンピュータソ
フトウェア製品を、記憶媒体に記憶してもよい。前記記憶媒体は、ＵＳＢフラッシュドラ
イブ、ポータブルハードディスクドライブ、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ，Ｒｅａｄ－
Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ，Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
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ｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、フロッピーディスクまたは光ディスクなどのプログラムコードを
記憶可能な各種媒体を含む。
【０１５３】
　上述したものは、本発明の実施形態に過ぎず、これによって本発明の特許請求の範囲を
限定するものではなく、本発明の明細書および図面の内容を用いて行われたすべての同等
の構造もしくは同等のフローの変更、またはその他の関連する技術分野に直接もしくは間
接的に用いたものは、本発明の特許保護範囲内にいずれも含まれる。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成28年5月31日(2016.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池を予熱するときに、予熱領域の環境温度値を取得するステップと、
　予熱領域の環境温度値が所定の温度条件を満たしていない場合、再度検出された予熱領
域の環境温度値が前記温度条件に適合するまで、現在の予熱領域の温度を調整するステッ
プと、
　を含むことを特徴とする電池予熱方法。
【請求項２】
　前記電池を予熱するときに、予熱領域の環境温度値を取得する前に、
　電池予熱に対するトリガ事象が検出された場合、予熱領域の加熱を制御するステップを
さらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　電池予熱に対するトリガ事象が存在するか否かを検出するステップは、
　予熱領域において、予熱待ちの電池が入れられているか否かを検出し、入れられている
場合、電池予熱に対するトリガ事象が存在するステップ、または、
　予熱回路において、電流が生成されているか否かを検出し、生成されている場合、電池
予熱に対するトリガ事象が存在するステップ、または、
　予熱領域の環境温度が上昇しているか否かを検出し、上昇している場合、電池予熱に対
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するトリガ事象が存在することのいずれかを含むことを特徴とする請求項２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記現在の予熱領域の温度を調整するステップの前に、
　前記電池の予熱が完了しているか否かを判断し、
　完了している場合は、予熱を停止し、完了していない場合は、前記現在の予熱領域の温
度を調整するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記電池の予熱が完了しているか否かを判断するステップは、
　記録済の予熱時間長が所定の時間長閾値に達しているか否かを判断し、達している場合
、前記電池の予熱が完了していると判断するステップを含むことを特徴とする請求項４に
記載の方法。
【請求項６】
　前記電池の予熱が完了しているか否かを判断するステップは、
　取得した前記電池の内部温度値が所定の温度閾値に達しているか否かを判断し、達して
いる場合、前記電池の予熱が完了していると判断することを含むことを特徴とする請求項
４に記載の方法。
【請求項７】
　前記電池は、内部温度をインテリジェント検出するインテリジェント電池を含み、前記
取得した前記電池の内部温度値が所定の温度閾値に達しているか否かを判断するステップ
は、
　前記電池が検出した電池の内部温度情報を受信するステップと、
　受信した電池の内部温度情報が所定の温度閾値に達してるか否かを判断するステップと
、
　を含むことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記現在の予熱領域の温度を調整するステップは、
　取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された保温温度閾値よりも
低い場合、前記予熱領域の加熱をオンにし、前記予熱領域の温度が前記保温温度閾値に達
するように制御するステップと、
　取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された保温温度閾値よりも
高い場合、前記予熱領域の加熱をオフにし、前記予熱領域の温度が前記保温温度閾値に達
するように制御するステップと、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記現在の予熱領域の温度を調整するステップは、
　取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された最低保温温度閾値よ
りも低い場合、前記予熱領域の加熱をオンにし、前記予熱領域の温度が前記温度条件で指
示された保温温度範囲に達するように制御するステップと、
　取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された最大保温温度閾値よ
りも高い場合、前記予熱領域の加熱をオフにし、前記予熱領域の温度が前記温度条件で指
示された保温温度範囲に達するように制御するステップと、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記電池を予熱するときに、予熱領域の環境温度値を取得するステップは、電池を予熱
するときに、前記予熱領域における所定の各特徴的位置の環境温度値を取得するステップ
を含み、
　前記予熱領域の環境温度値が所定の温度条件を満たしていない場合、現在の予熱領域の
温度を調整するステップは、環境温度値が所定の温度条件を満たしていない特徴的位置が
存在する場合、前記所定の温度条件を満たしていない特徴的位置の温度を調整するステッ
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プを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記電池の予熱完了後に、前記電池に対する充電トリガ事象が検出された場合、前記電
池に対する充電制御をオンにするステップと、
　前記電池の予熱完了後に、前記電池に対する放電トリガ事象が検出された場合、前記電
池に対する放電制御をオンにするステップと、
をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　予熱領域を加熱するための加熱モジュールと、
　電池を予熱するときに、予熱領域の環境温度値を取得するための取得モジュールと、
　前記加熱モジュールに接続され、予熱領域の環境温度値が所定の温度条件を満たしてい
ないときに、再度検出された予熱領域の環境温度値が前記温度条件に適合するまで、現在
の予熱領域の温度を調整するように前記加熱モジュールを制御する処理モジュールと、
　を含むことを特徴とする電池予熱装置。
【請求項１３】
　前記処理モジュールは、電池予熱に対するトリガ事象が検出された場合、前記加熱モジ
ュールによる予熱領域の加熱を制御することにさらに用いられることを特徴とする請求項
１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記処理モジュールは、予熱領域が所在する予熱チャンバに予熱待ちの電池が入れられ
ているか否かを検出することに用いられ、入れられている場合、電池予熱に対するトリガ
事象が存在し、または、予熱回路において電流が生成されているか否かを検出することに
用いられ、生成されている場合、電池予熱に対するトリガ事象が存在し、または、予熱領
域の環境温度が上昇しているか否かを検出することに用いられ、上昇している場合、電池
予熱に対するトリガ事象が存在することを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記処理モジュールは、前記電池の予熱が完了しているか否かを判断することにさらに
用いられ、完了している場合は、予熱を停止し、完了していない場合は、前記現在の予熱
領域の温度を調整することを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　前記処理モジュールは、記録済の予熱時間長が所定の時間長閾値に達しているか否かを
判断することに用いられ、達している場合、前記電池の予熱が完了していると判断するこ
とを特徴とする請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記処理モジュールは、取得した前記電池の内部温度値が所定の温度閾値に達している
か否かを判断することに用いられ、達している場合、前記電池の予熱が完了していると判
断することを特徴とする請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記処理モジュールは、前記電池が検出した電池の内部温度情報を受信し、受信した電
池の内部温度情報が所定の温度閾値に達しているか否かを判断することに用いられること
を特徴とする請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記処理モジュールは、取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示さ
れた保温温度閾値よりも低い場合、前記加熱モジュールにより前記予熱領域の加熱をオン
にし、前記予熱領域の温度が前記保温温度閾値に達するように制御し、取得した予熱領域
の環境温度値が前記温度条件において指示された保温温度閾値よりも高い場合、前記加熱
モジュールによる前記予熱領域の加熱をオフにし、前記予熱領域の温度が前記保温温度閾
値に達するように制御することに用いられることを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項２０】
　前記処理モジュールは、取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示さ
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れた最低保温温度閾値よりも低い場合、前記加熱モジュールによる前記予熱領域の加熱を
オンにし、前記予熱領域の温度が前記温度条件で指示された保温温度範囲に達するように
制御し、取得した予熱領域の環境温度値が前記温度条件において指示された最大保温温度
閾値よりも高い場合、前記加熱モジュールによる前記予熱領域の加熱をオフにし、前記予
熱領域の温度が前記温度条件で指示された保温温度範囲に達するように制御することに用
いられることを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項２１】
　前記処理モジュールは、電池を予熱するときに、前記予熱領域における所定の各特徴的
位置の環境温度値を取得し、環境温度値が所定の温度条件を満たしていない特徴的位置が
存在する場合、前記所定の温度条件を満たしていない特徴的位置の温度を調整することに
用いられることを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項２２】
　前記処理モジュールは、前記電池の予熱完了後に、前記電池に対する充電トリガ事象が
検出された場合、前記電池に対する充電制御をオンにし、前記電池の予熱完了後に、前記
電池に対する放電トリガ事象が検出された場合、前記電池に対する放電制御をオンにする
ことにさらに用いられることを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項２３】
　予熱待ちの電池を収納するための収納スペースが設けられた支持部材と、
　前記支持部材上に設けられ、通電後に熱を生成することができる加熱部材と、
　前記加熱部材に接続され、前記加熱部材による熱の生成を制御するためのプロセッサと
、
　を含む電池予熱機器であって、
　前記加熱部材が生成する熱を前記収納スペース内に伝導することができることを特徴と
する電池予熱機器。
【請求項２４】
　前記支持部材は、熱伝導部材であることを特徴とする請求項２３に記載の機器。
【請求項２５】
　前記加熱部材は、前記熱伝導部材の表面に設けられるか、または前記熱伝導部材の内部
に嵌め込まれることを特徴とする請求項２４に記載の機器。
【請求項２６】
　前記支持部材は、断熱部材であることを特徴とする請求項２３に記載の機器。
【請求項２７】
　前記加熱部材は、前記支持部材の内面に設けられるか、
　または、前記加熱部材は、前記支持部材の外面に設けられ、前記支持部材の外面には、
前記収納スペースに連通した熱伝導孔が設けられることを特徴とする請求項２６に記載の
機器。
【請求項２８】
　前記加熱部材は、加熱膜を含み、かつ前記支持部材の表面に貼られることを特徴とする
請求項２３に記載の機器。
【請求項２９】
　前記加熱部材は、加熱線を含み、かつ前記支持部材に巻き付けられることを特徴とする
請求項２３に記載の機器。
【請求項３０】
　前記支持部材は、開口部を有する筐体であり、電池を前記開口部から前記収納スペース
内に収容することができることを特徴とする請求項２３に記載の機器。
【請求項３１】
　保護ケースをさらに含み、前記支持部材は、前記保護ケース内に取り付けられることを
特徴とする請求項３０に記載の機器。
【請求項３２】
　保護カバーをさらに含み、前記保護ケースには、取付口が設けられ、前記支持部材は、
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前記取付口から前記保護ケース内に収容され、前記保護カバーは、着脱可能に前記取付口
に固定されることを特徴とする請求項３１に記載の機器。
【請求項３３】
　前記保護カバーは、接続テープによって前記保護ケースと可撓接続されるか、または、
前記保護カバーは、前記保護ケースに回動可能に接続されるか、または、前記保護カバー
は、前記保護ケースとの間で係合接続されることを特徴とする請求項３２に記載の機器。
【請求項３４】
　前記保護ケースの内面には、支承部が設けられ、前記支持部材の開口部の周縁に接続部
が設けられ、前記接続部は前記支承部に直接固接されるか、または締結部材を介して固接
されることを特徴とする請求項３１に記載の機器。
【請求項３５】
　前記支持部材の開口部の周縁に固定されたインターフェース部材をさらに含むことを特
徴とする請求項３０に記載の機器。
【請求項３６】
　前記インターフェース部材は、電池の電気インターフェースと挿入接続するための電源
インターフェースを含み、前記電源インターフェースは、前記加熱部材に電気的に接続さ
れることを特徴とする請求項３５に記載の機器。
【請求項３７】
　前記インターフェース部材は、電池との通信接続に用いられる通信インターフェースを
含むことを特徴とする請求項３５に記載の機器。
【請求項３８】
　電源アセンブリをさらに含み、前記電源アセンブリは、前記加熱部材に電気的に接続さ
れ、前記加熱部材への給電に用いられ、および／または、前記電源アセンブリは、前記電
源インターフェースに電気的に接続され、電池の充電に用いられることを特徴とする請求
項３６に記載の機器。
【請求項３９】
　前記電源アセンブリは、電源線を介して外部給電電源に接続され、電源を供給すること
を特徴とする請求項３８に記載の機器。
【請求項４０】
　前記電源アセンブリは、電気エネルギーを貯蔵するための組電池を含むことを特徴とす
る請求項３８に記載の機器。
【請求項４１】
　前記プロセッサに接続され、予熱待ちの電池の予熱温度を検知するための温度センサを
さらに含み、前記温度センサは、一つまたは複数含まれることを特徴とする請求項２３に
記載の機器。
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